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私が初めて一人で汽車に乗ったのは、何と中学２年生になってからでした。実は、お恥ずかしながら

それまで、一人で汽車に乗るのが不安でしょうがなかったのです。当時出かける際の交通手段は、今は

なき能登線。不安の理由は「間違った方向（例えば反対方向）の汽車に乗ったらどうしよう」でした。

行きは間違えようがありませんでしたが、帰りはホームが複数あって、実際に反対方向の汽車に乗って

大変だったという話も聞いたことがあったりして、一人で汽車に乗ることをずっと避け続けていたので

す（勿論、一旦経験してしまったら、そんな不安は一気に消えましたが）。 

話は少し変わりますが、長女は小学生の時から卓球をしていました。ある時、ひょんな縁で、６年生

の夏休みに、長野県での講習会に運よく参加出来ることになりました。合宿形式で宿泊場所等の心配は

なかったのですが、遠方なので、私が車で連れていくことにしました。会場のある地は、とても涼しい

ところで、エアコンも不要で、朝夕は何か羽織るものが必要な位でした（今は違うかもしれませんが）。

涼しさにも驚きましたが、行ってみてそれ以上に驚いたのは、小学生１人で参加していた子が何人もい

たことです。その講習会には、九州や四国から来ている子もいて、そんな遠方から来るにもかかわらず、

小学生が大きな荷物を持って、電車等を乗り継いで来ていたことは、中学２年生で、やっと初めて一人

で汽車に乗った私には、衝撃的でした。その子達は、受け答えもとてもしっかりしていて、卓球も上手

でした。また、この講習会の時ではありませんが、大変有名な卓球選手（小学生）の親御さんに、選手

の日常の生活の様子についてお話を聞く機会がありました。その親御さんは、「自分のことは出来るだ

け自分でさせるようにしている」と言っておられました。例えば、泊を伴う遠方での大会や講習会に参

加する際も、ラケット、ユニフォーム等は言うに及ばず、着替え等も含め、荷物等の準備は本人にさせ

ていたそうです（結構小さい内から）。その選手が強い理由がわかったような気がしました。どのスポ

ーツもそうですが、試合中に、自分で判断しなければならないシーンが必ずあります。例えば、卓球は、

１セット１１本先取というルールです。１セットが終わる毎に、アドバイスを受けることは認められて

いますが、試合中は、自分で考えなくてはなりません。「次はどこへサーブを打とうか」等誰にも教え

てもらえないのです（サイン等を送るのも禁止です）。思考力・判断力、そして少し大袈裟かもしれま

せんが、自立心が求められると言えます。その話を聞いて、正直私は大いに反省しました。「大変だろ

うから」と言う理由で、自分で出来ること、時には自分でさせなければならないことまで、親がやって

いたことが多かったように思えたからです。 

「一人前になる」というのは、言い換えれば、自分自身で考え、判断し、行動できるようになること

とも言えます。２学期も子供達は、沢山のチャレンジをし、色んなシーンで様々な経験・体験をしてい

くことでしょう。子供達は、いつかは「一人前になること」を求められます。そのことをしっかり念頭

におきながら、子供達の成長を、地域・保護者の皆様と手を携えて、見つめていきたいと思います。２

学期もどうぞ宜しくお願いいたします。 

 

令和５年８月  珠洲市立直小学校長 道端 専次 

 

珠洲市親子議会（8/4） 
直小学校を代表して、６年生の高畑綾乃さんが珠洲市親子議会に参加しました。これまで学習してきた

SDGs14「海の豊かさを守ろう」について、「海のゴミについてみんなで考えたい」というテーマで、海ゴ

ミについて調べて分かったことや考えたことを伝えました。そして、「珠洲の海の現状をもっとたくさん

の人に知ってもらい、みんなでゴミを拾えるような取組はできないか」「自分たちが調べた海のことを他

校の友達とも一緒に考える取組はできないか」という質問をしました。 

これに対し、市長さんから「ゴミ拾い活動に参加するご 

とにエコポイントを配布していることや、直小はすでに他 

校との海洋学習やオンライン授業を行っているので、これ 

からもオンライン授業の充実や支援を行っていきたい」と 

いう答えをいただきました。答弁を聞いた高畑さんは、 

「私も今度、海岸清掃へ行ってエコポイントをためて、珠 

洲の海をきれいにしていく一人になりたい」と感想を話し 

てくれました。 

７月２１日(金）～８月３１日(木) ４２日間の夏休み 

５･６年生 学年登校日 

７月２５日（火）、２６日（水）は、５・６年生の学年登校日で

した。内容は、飯田小プールへ移動しての１時間半の水泳実習でし

た。水泳では、全く泳ぐことができなかった児童も泳げるようにな

り、２５ｍ泳ぐことができた児童もいました。目標に向かって熱心

に練習に取り組み、全員が自分の目標を達成しました。 

 ７月２０日（木）に１学期の終業式が行われ、２１日（金）から児童が楽しみにしていた４２日間の夏

休みがスタートしました。夏休みの様子等を紹介します。 

 

サップ・カヤック体験（8/1） 

８月１日（火）に NPO法人日置らい様、日置公民館様、 

飯田高校有志の皆様方のご協力・ご支援のもと５・６年生が 

サップ・カヤック体験を行いました。天候にも恵まれ、全員が初体験でしたが、サポートしていただいた

おかげで前半・後半で乗り物を分け、全員がサップもカヤックも楽しむことができました。サップに上手

に乗れると笑顔いっぱいになりました。また、カヤックは２人で気持ちを合わせて漕ぐとぐんぐん進み、

気持ちよさそうでした。お世話いただいたすべての方々に深く感謝申し上げます。 
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 人権の花運動 

３～６年生が５月に植えたプランターの花が、連日の暑さにも

負けず、元気に美しく咲いています。 

３年生親子行事（7/29） 

 珠洲の工芸品に興味をもってもらおうと珠洲焼き体験を親子で

行いました。親子で１ｋｇの粘土を使い、陶芸センターの方から指

導を受け、作品づくりに取り組みました。親子で協力して作品を１

つつくったり、親子で複数の作品をつくったりと和やかな会話と共

に作品づくりを楽しみました。焼き上がってくるのが待ち遠しいで

す。お世話していただいた役員の皆様、ありがとうございました。 

学校教育活動助成金贈呈式(7/14) 

 
 日本教育公務員弘済会石川支部の教育振興事業「学校教育動助

成」に応募したところ、昨年度 

に引き続き助成金を給付していた 

だけることになりました。教育活 

動計画に基づき、計画に必要な助 

成金を頂きました。教育活動に活 

用し、学びを深めていきます。 

 

（早まる可能性あり） 

全校登校日・平和について考える（8/8） 

司書の袖さんに平和をテーマとした本の読み聞かせを行っていただきました。「だっこの木」と「いの

りの石」という２冊の本です。登校した全員が感想を書き、１階なかよしルーム前に掲示しました。感想

を読むと、どちらの本からも、平和への思いがしっかり子供達に届いたことが伝わってきました。平和で

あることの素晴らしさを改めて感じられる時間となりました。 

学力調査結果(全国・県)  

４月１７日・１８日に実施された全国学力・学習状況調査、石川県基礎学力調査の結果が公表され

ました。この学力調査の目的は、学習状況を把握・分析し、学校における児童への教育指導の充実や

学習状況の改善等に役立てることです。今年度の本校の結果は、下のグラフのとおりです。 

４年生は、県平均と比較して国語は同程度、算数は少し上回っています。 

６年生は、県平均と比較すると社会科は少し上回って 

いますが、他の３教科は下回っています。どの教科にお 

いても正確に文章で記述することに課題がみられます。 

自分の考えを筋道立てて正確に記述できるように、その 

教科で大切な語句や用語を確実に使えるようにしたり、 

問い返しや切り返しをすることで考えを深めて記述でき 

るようにしたりと指導改善していきます。  

 

「いのりの石」の話を聞いて、昔はいろんな戦争や争いなどが起きていたことや広島に原子ばくだんが

落とされてたくさんの人が死んでしまったということは分かっていたけれど、その後、いのりの石で他の

国などにもこのようなことを伝える工夫をしていて、とてもよいと思いました。これからも、日本や外国

の人たちにも戦争のことを伝えていきたいです。               ＜６年 薮下結翔＞ 

せんそうはこわいとおもいました。これか

らもへいわをだいじにしたいです。いのりの

いしははじめてしりました。こんどみたいで

す。        ＜１年 野田琉翔＞ 

 
ぼくが２さつの本をよんでもらって分かったことは、うしなわれるのは人だけではなく、物もきずつく

ことです。だっこの木はかずやをまちつづけ、少しもえたけどがんばったし、いのりの石は、人びとをま

もっていたのがすごいと思いました。                    ＜３年 松原大樹＞ 

生きものたちもしょくぶつたちもかなしい思いをしてい

るんだなと分かり、わたしたちもへいわでせんそうもないた

のしい生かつをいつまでもつづけたいです。へいわしゅう会

は大切なことだと思います。   ＜２年 菅谷内義子＞ 

ぼくは、戦争でつらいのは人だけじゃないのを知りました。「だっこの木」では、もしかしたらだっこ

の木もかずやもいなくなってしまっていたかもしれません。これからも、日本は平和でいてほしいです。

「いのりの石」では、戦争が終わってからいのりの石は世界中の人の思いをせおっていてすごいと思いま

した。                                  ＜４年 松田蒼汰＞ 

ぼくは、平和集会で２つ大切なことを知りました。１つ目は、いのりの石のおかげで平和にくらせてい

ることです。２つ目は、原子ばくだんは人の大切な家族や家をなくす危険なものだということです。これ

から、戦争のない平和な国を大切にしたいです。               ＜５年 焼塩心平＞ 

日 曜 学 校 行 事 等

1 金
２学期始業式

安全点検日

2 土

3 日

4 月
３年生・たんぽぽ生き物観察会

夏休み作品展示（～8日）

5 火
児童集会

５・６年薬物乱用防止教室（10:30）

6 水
委員会

PTA三役会

7 木

8 金 市理科作品展15:30～

9 土 市理科作品展

10 日 市理科作品展～15:30

11 月
交通安全街頭指導

授業参観・情報学習会

12 火 全校朝会

13 水

14 木 かたつむりさん

15 金 SDGs合同学習会

16 土

17 日 ３年生敬老会（13:15～14:00）

18 月

19 火
児童集会

計画訪問Ｂ

20 水

21 木
交通安全街頭指導・グッドマナーキャン

ペーン

22 金
交通安全街頭指導・グッドマナーキャン

ペーン

23 土

24 日

25 月
交通安全街頭指導

集金振替日

26 火

交通安全街頭指導・グッドマナーキャン

ペーン

クリーンクリーン活動

児童集会

27 水
交通安全街頭指導・グッドマナーキャン

ペーン

クラブ

28 木 かたつむりさん

29 金 ３年生・たんぽぽ生き物観察会まとめ

30 土

９月の行事予定

※５・６年の稲刈りは日程調整中です。
※予定は変更になる場合があります。


